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概要：新型コロナウイルスの流行により，例えば 2020 年の一斉休校は記憶に新しいが，その他にも

学校教育においては様々な取り組みが中止となっている。特に中止が増えている活動の一つに社会

科見学が挙げられる．本事例は当社が 2021 年 11 月に実施した鬼怒川小学校における，バーチャル

ツアーを用いた鬼怒川上流ダム連携施設の VR 見学会の取り組みを紹介し，生徒へのアンケート結果

も報告する.本報告はアフターコロナの時代も見据えた学校教育における VR 活用の検討に資するこ

とを目的とする． 
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1. はじめに 

新型コロナウイルスの流行により，学校教育は様々な

影響を受けた．例えば 2020 年の一斉休校は記憶に新しい

が，その他にも様々な取り組みが中止となったり，制約を

受けたりしている．その中でも特に中止が増えている活動

の一つに社会科見学が挙げられる．本事例は当社が 2021

年 11 月に実施した鬼怒川小学校における，鬼怒川上流ダ

ム連携施設のVR見学会の取り組みを紹介し，生徒へのア

ンケート結果も報告する.本報告はアフターコロナの時代

も見据えた学校教育におけるVR活用の検討に資すること

を目的とする． 

 

2. 社会科見学とは 

社会科の学習における見学は文部科学省の定める学習

指導要領(社会編)[1]において，『各学校においては，地域

の実態を生かし，児童が興味・関心をもって学習に取り

組めるようにするとともに，観察や見学，聞き取りなど

の調査活動を含む具体的な体験を伴う学習やそれに基づ

く表現活動の一層の充実を図ること。』と触れられており，

社会科見学は体験的な活動を充実させるための具体的な

活動として重要であると考えられる．さらに見学の指導へ

の取り入れ方については文部科学省の小学校学習指導要

領解説 社会編[2]において，『実際の指導に当たっては，地

域の実態に応じて，自動車や造船，製鉄や石油，食料品な

どの工場で見学できる工場がある場合には，見学を取り入

れて情報を収集したり，…』[2]というように，実際の指導

における見学の取り入れ方まで触れられており，見学が重

要な学習活動であると考えられる．しかし，その社会科見

学は相次いで取りやめとなっており，学習の機会が失われ

てしまっているのが現状であった． 

 

2.1 見学会について 

本見学会の実施に当たっては，当社が大型ポンプを納入

している鬼怒川上流ダム連携施設を管理・運用する国土交

通省関東地方整備局からの企画提案を受け，同整備局の協

力を受け当社が実施した．骨子として，鬼怒川上流ダム連

携施設の概要を紹介する動画の上映と，バーチャルツアー

を用いた鬼怒川上流ダム連携施設の VR 見学を実施した． 

 

3. 鬼怒川上流ダム連携施設の概要 

図 1.は国土交通省関東地方整備局の Web サイト[3]より

引用した図である．流入量が多いが貯水量は少ない五十里

ダム(図中右)は，雪解けや梅雨の季節は貯水しきれずに水

を下流へ流していた．一方，川治ダム(図中左)は流入量が

そこまで多くなく，貯水量は多いため、水位が減ると水位

の回復が遅い状態であった．そこで，両者を導水路で結び，
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水を融通する施設が鬼怒川上流ダム連携施設である． 

本見学会は，五十里ダムと川治ダムを繋ぐ導水ポンプ機

場(以下，連携施設と記載する場合は導水ポンプ機場を指

す)を見学会の対象とした． 

 

図 1: 鬼怒川上流ダム連携施設の概要 

 

4. バーチャルツアーの概要 

バーチャルツアーを作成するに当たり，全天球画像で連

携施設内を解像度 4K の 360 度カメラを用いて撮影した．

図 2 にその一例を示す．撮影した全天球画像を用いて，Web

サービスを使ってバーチャルツアーを作成した．当該サー

ビスは Google ストリートビューⓇの様に，全天球画像を

地図上に配置する機能を有しており，連携施設内を疑似的

に歩き回ることが可能である．サービス選定に際してはよ

り高い没入感を与えることができるVRゴーグル対応であ

る点，および企画の継続性を踏まえ利用料が安価である点

を考慮した． 

 

 

図 2: バーチャルツアーの一例 

 

5. 小学生に VR 見学を実施するにあたっての配慮 

小学生が 3D 映像を立体視した後，斜視を発症した事例

が報告されている[4]．その背景には小学生は成長途上であ

るため瞳孔間距離が狭く，大人用に作成されたコンテンツ

や機材に目が合っていないため，眼球に負担が掛るためで

はないかという議論がある[5]．現在は VR 機器の対象年齢

に関して広い合意があるわけではないのが現状である． 

その中でも，例えば Meta 社が販売している HMD である

Meta QuestⓇは対象年齢が 13 歳以上としている[6]．この

点を踏まえ，今回の体験会開催に当たっては立体視での体

験は提供せず，図 3 に示すような，ジャイロ機能を有した

スマートフォンを差し込んで利用する単眼式のVRゴーグ

ルを用いた． 

 

 
図 3: 見学会で用いた VR ゴーグル 

 

6. 見学会の概要 

本見学会は日光市立鬼怒川小学校の 4 年生(14 名)，およ

び 5 年生(18 名)を対象とし，2021 年 11 月 20 日の第 3 校

時，および第 4 校時に実施した． 

 

7. 児童の反応 

体験終了後にアンケート調査を実施した．質問は下記 4

問である． 

Q1.今日の見学会は楽しかったですか？(5 段階評価) 

(とても楽しかった，まぁまぁ楽しかった，どちらでもない，

まぁまぁ楽しくなかった，とても楽しくなかった) 

Q2. また見学に行きたいですか？ 

(はい，いいえ，どちらでもない) 

Q3. もっといろんな所に見学に行きたいですか？  

(はい，いいえ，どちらでもない) 

Q4.見学会を 100 点満点で採点してください(自由記述) 

 

7.1 回答結果と考察 

Q1 の回答を表 1 に，Q2 の回答を表 2 に，Q3 の回答を

表 3 に，そして Q4 の結果を表 4 に示す． 

 

表 1: Q1 今日の見学会は楽しかったですか？の回答 

 

 

表 2: Q2 また見学に行きたいですか？の回答 
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表 3: もっといろんな所に見学に行きたいですか？の回答 

 
表 4: Q3 また見学に行きたいですか？の回答 

 
 

表 1～4 の結果から，VR を用いたバーチャル見学会は児

童に対し非常に高い満足感を与えることができる催しで

あったと考えられる．特に表 2 においてはまた見学に行き

たいという回答から，同一の施設見学にも高い意欲を示し

たことが伺える．また，表 3 においては他にも色々な場所

のバーチャル見学会の需要があることが伺えると考察す

る．また，今回は立体視を用いない単眼式 VR ゴーグルを

用いたが，立体視を用いなくても満足感を与える可能性が

示唆されたと考えられる． 

 

8. まとめと今後の展望 

学習指導要領における社会科見学の位置づけと，現地に

赴いての社会科見学の代替施策としてバーチャルツアー

を用いた VR 社会科見学の概要を説明した．児童に与える

満足度は非常に高く，児童にとっても有用な施策の一つで

あると考えられる．この結果を踏まえ，アフターコロナの

時代になった際も，今まで見学が難しかった施設がバーチ

ャル見学であれば児童に満足感を与えつつ見学すること

が可能になる可能性が非常に高い．小学生に対するバーチ

ャル見学の実施に際しては，立体視が可能な複眼式 VR ゴ

ーグルを用いても良いという広い合意は得られていない

現状があるが，単眼式の VR ゴーグルでも満足感は十分に

与えられることが分かった． 

今後の展望として，当社は全国に多くの排水機場やごみ

処理プラントへの製品の納入や管理・運営を行っており，

引き続き社会貢献活動として，積極的にバーチャル見学を

提案し，多くの児童，および生徒に見学を行ってもらいた

い． 
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